
○：使用可能　　△：一部機能に制限あり　　×：使用不可

自動滴定装置
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ＣＯＭ－１７００ ○ △※1 △※1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △※1

ＣＯＭ－１７００Ａ ○ △※1 △※1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △※1

ＣＯＭ－１７５０ ○ △※1 △※1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △※1

ＴＩＴＲＡ－Ａ１６ ○ △※1 △※1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △※1

ＣＯＭ－Ａ１９ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ＣＯＭ－１７６０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※1 ＣＯＭ－Ａ１９で実装された下記の機能は使用できません。

　　　①パージ機能におけるエコノミー動作回数の変更

　　　②パージ機能におけるパージ方向の変更(吐出先に滴定セルまたは試薬ビントルを選択可能)

・ＣＯＭ－１７００に水分測定を増設する場合は、水分タイトステーションＴＱ／ＴＱＶ－２２００が必須です。

  ＴＱ／ＴＱＶ－２２００の接続対応については、「水分測定装置周辺機器 接続対応表」のＡＱ／ＡＱＶ－２２００

  の欄を参照ください。

　なお、水分測定を増設する場合、ＣＯＭ－１７００ソフトウェアのメインＶｅｒが「１．✕✕」の場合には有償での

  VerUPが必要となります。

・ＣＯＭ－１７００Ａに水分測定を増設する場合は、水分タイトステーションＴＱ／ＴＱＶ－２２００が必須です。

  ＴＱ／ＴＱＶ－２２００の接続対応については、、「水分測定装置周辺機器 接続対応表」のＡＱ／ＡＱＶ－２２００Ａ

  の欄を参照ください。

・ＣＯＭ－Ａ１９に水分測定を増設する場合は、水分タイトステーションＴＱ／ＴＱＶ－３０００が必須です。

  ＴＱ／ＴＱＶ－３０００の接続対応については、「水分測定装置周辺機器 接続対応表」のＭＯＩＣＯ／ＭＯＩＶＯ－Ａ１９

  の欄を参照ください。

【注意】　タイトステーション/サイクラ/気化装置を増設する場合は、既設装置バージョンを確認の上、

　　　　　「タイトステーション/サイクラ/気化装置 増設時の確認のお願い」に記入し、業務部への

　　　　　送付を厳守してください。
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〔参考〕　自動滴定装置周辺機器　接続対応表
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